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［抄録］発表者は以前に「テキストレベル実体を基盤にした概念モデル」の提案と検討を行っ

た。本発表では、同モデル（「表現形優先モデル」）を含め、FRBR モデルの実体構成を素材に

して、その優先する実体を変化させたときにどのような相違が生じるのかを確認する。FRBR

から 6 つのモデルパターンを派生させ、各実体のインスタンスの必須度や個人等と関連づける

実体などについて、モデル間にどのような相違が生じるのかを確認した。そして、これらの相

違を特定の実体を優先することの直接的または間接的な帰結であると結論づけた。 

 

１．はじめに 

 発表者は以前に「テキストレベル実体を基盤

にした概念モデル」の提案と検討を行った 1)-4)。

それは、現行処理方式に対応する体現形

（manifestation）を基盤とする概念モデルと

それに依拠するメタデータ作成から、テキスト

レベル実体を基盤として採用したモデルおよ

びメタデータ作成方式への転換を意図したも

のであった。テキストレベル実体は、FRBR

においては「表現形（expression）」が該当す

るため、「表現形優先モデル」とここでは呼称

する。最近、このモデルを好意的に評価する論

考を目にする機会があり 5)、再び取り上げ検討

する価値や余地があると考えるに至った。 

 FRBRをはじめとして、情報資源全般あるい

は特定種別に対する記述メタデータの概念モ

デルは多数存在する。実体関連モデルによる呼

称を用いれば、情報資源を多レベル実体（複数

の実体）によって表すモデルにおいては、実質

的にいずれかの実体が優先されているが、こう

した点がモデルにおいて必ずしも明示されて

いるわけではない。優先される実体が異なれば、

実体群の構成が同じでも、属性等の付与が異な

り、最終的には異なるメタデータの作成に通じ

る。つまり、メタデータの相互運用性において

も、いずれの実体を優先するかは重要な問題で

ある。 

 本発表では、体現形を優先する FRBR モデ

ルを素材にして、表現形優先モデル、著作優先

モデルなど、可能なモデルパターンを派生させ、

各実体インスタンスの必須度や個人等と関連

づける実体などにおいて、相互にどのような相

違が生じるのかを確認する。 

 なお、モデルを構成するすべての実体を同等

に扱う（つまり優先させる実体をもたない）モ

デルは原理的にはありうるが、複数の実体が同

一の属性群を重複して備え、かつそれらすべて

のインスタンスが必須となるなど、メタデータ

の作成等において現実的ではない。 

 

２．表現形優先モデルとそのメリット 

 実体「表現形」を優先させることにより、物

理的な媒体やフォーマットから独立して「コン

テンツ」を捉え、それに基づくメタデータ作成

が可能となる。それは、手元のアイテム（個別

資料；item）から出発し、表現形まで安定して

抽象化できることを指す（これまでの方式は体

現形への抽象化にとどまる）。テキストの微細

な変更などは捨象し、タイトル等の外形的な手

がかりによってテキストの同一性が示される

ことを前提とする。つまり、表現形ごとに通常、

タイトルと責任表示等が付与される、逆にいえ

ば同一表現形が体現形ごとに異なるタイトル

等を有することは再出版など例外的なケース

に発生する以外は稀であることに依拠してい

る。他方、著作のレベルまで抽象化させること

には揺れが伴い、安定的に行うことは一般に困

難である。 

 また、現在は多様な媒体やフォーマットにお

いて同一表現形が複数出現している状況にあ

り（紙媒体の図書と電子書籍、紙媒体の雑誌と

電子ジャーナルなど）、それらは独立した異な

る体現形であるが、表現形では単一のインスタ

ンスにまとめられるというメリットがある。 

 表現形という単一実体内においても、その設

定単位（粒度）は複数ありうる。提案モデルで

は、そのうち最も細かな単位が適切と考える

（ただし、テキストの微細な変更などは捨象す

る）。これにより、ある著作の日本語訳といっ

たレベルではなく、XX氏による日本語訳、さ

らには同一翻訳者による YY 年の翻訳などが

設定単位となる。その結果、通常、体現形に近

い粒度となる。 

 なお、表現形優先モデルが有効である資源タ

イプは、図書（紙媒体、電子媒体）、図書・逐

次刊行物等に収録された論文・記事（紙媒体、



電子媒体）に加えて、録音資料、電子資料など

が考えられる。他方、書写資料や博物資料など

には有効ではない。 

 こうした提案モデルと共通した趣旨をもつ、

後続のモデルには、下記のものがある。 

・FaBiO, the FRBR-aligned Bibliographic 

Ontology.6)-7)（2012年?） 

・Dublin Core Application Profile for 

Scholarly Works.8)-9)（2007年） 

 これらはいずれも論文等の学術的な刊行物

を主たる対象とするモデルであり、表現形を優

先していると捉えることができる。 

 

３．優先する実体を変化させたモデル間の特徴

比較 

 これまでに提案されている個々のモデルは、

構成する実体の定義などさまざまであり、優先

する実体の異なりがどのような相違をもたら

すのかは分かりにくい。そこで、実体構成を

FRBRと同一にした上で、優先する実体を変化

させたモデルパターンを設定する。つまり、著

作(W)－表現形(E)－体現形(M)という構成を

とるモデルにおいて、優先する実体を変化させ、

下記のモデル１からモデル６を設定する。 

モデル１：表現形(E)を優先した提案モデル 

モデル２：体現形(M)を優先したモデル 

モデル３：著作(W)を優先したモデル 

モデル４：表現形(E)と体現形(M)を統合させた

実体を優先したモデル 

モデル５：著作(W)と表現形(E)の統合実体を優

先したモデル 

モデル６：著作(W)と「主たる表現形」(PE)の

統合実体を優先したモデル。OLAC（Online 

Audiovisual Catalogers）の提案によるもの 

 図 1~6 に、これらのモデルを実体インスタ

ンスのレベルで表し、実体の主たる属性を併せ

て示した。二重枠線で示したインスタンスは、

他の実体にその存在や同定が従属する弱実体

を表す。 

 次に、上記の個々のモデルにおいて、下記の

事項がどのように扱われるのかを確認し、その

結果をモデル相互で比較する。 

a) 各実体のインスタンス設定単位と必須度、

カーディナリティ。インスタンスの設定単位は

何か。設定は必須か任意か。いずれかの実体に

従属する弱実体か。また、実体間関連のカーデ

ィナリティ（基数）は何か。 

b) 個人等の実体との関連。いずれの実体が著

作者や翻訳者・演奏者等の個人等と関連づけを

されるのか。 

c) アイテム（個別資料）に出現したタイトル

や責任表示等が、そのままでいずれの実体の属

性とされるのか。 

d) 総合タイトルをもつアイテム、もたないア

イテムの扱い。集合的実体の扱いに該当 

e) 縮約・改訂・翻訳・編曲の扱い 

f) 同一コンテンツ（表現形に相当）で、形態

的側面のみ異なるものの扱い 

 それぞれのモデルにおける上記事項の扱い

を、表 1に簡潔にまとめて示した。 

 これらの結果から下記の 2点を、特定の実体

を優先することの帰結と結論づけた。 

1) 優先した実体のインスタンスはすべてのケ

ースにおいて設けられ、アイテムに出現したタ

イトル等がそのまま割り当てられる。例外は、

著作を優先するモデルである。 

2) 上記の点、すなわちインスタンスの存在が

安定して仮定でき、かつその同定・識別に足る

属性値をもつ実体とそれ以外との区別が波及

し、個人等の実体との関連づけ、集合的実体に

相当するケースの扱い、縮約・改訂等の扱い、

同一コンテンツの場合の扱いなどにモデルご

との相違が生じる。 

 

引用文献 
1) Taniguchi, Shoichi. “A conceptual model giving 

primacy to expression-level bibliographic entity in 

cataloging,” Journal of Documentation. Vol. 58, 

No. 4, 2002, p. 363-382. 

2) Taniguchi, Shoichi. “Conceptual modeling of 

component parts of bibliographic resources in 

cataloging,” Journal of Documentation. Vol. 59, 

No. 6, 2003, p. 692-708. 

3) 谷口祥一「テキストレベル実体を基盤にした概念モ

デルと書誌レコード作成」 『図書館目録とメタデー

タ：情報の組織化における新たな可能性』日本図書

館情報学会研究委員会編．勉誠出版, 2004, p. 57-77.

（シリーズ・図書館情報学のフロンティア, 4） 

4) Taniguchi, Shoichi．A Conceptual Modeling 

Approach to Design of Catalogs and Cataloging 
Rules. ひつじ書房，2007, 317p. 

5) Coyle, Karen. FRBR, Before and After: A Look at 
Our Bibliographic Models. American Library 

Association, 2016, p. 18, 19-20, 27, 110, 115. 

6) FaBiO. http://www.sparontologies.net/ontologies/ 

fabio/source.html, (参照 2016-0410). 

7) Peroni, Silvio and David Shotton. “FaBiO and 

CiTO: Ontologies for describing bibliographic 

resources and citations,” Web Semantics. Vol. 17, 

2012, p. 33-43. 

8) Allinson, Julie. et al. “A Dublin Core application 

profile for scholarly works,” Ariadne. Issue 50, 

2007. http://www.ariadne.ac.uk/issue50/ 

allinson-et-al/, (参照 2016-0410). 

9) SWAP. http://www.ukoln.ac.uk/repositories/ 

digirep/index/SWAP, (参照 2016-0410).  



 
  図１ モデル 1：表現形優先モデル  図２ モデル２：体現形優先モデル（FRBR） 

 

 

 
  図３ モデル３：著作優先モデル  図４ モデル４：［表現形＋体現形］優先 

モデル 

 

 
  図５ モデル５：［著作＋表現形］優先  図６ モデル６：［著作＋主たる表現形］
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た
E
（同

一
W

の
下

で
、

元
の

E
と

は
異

な
る

E
）と

な
る

そ
れ

ぞ
れ

が
独

立
し

た
E
（同

一
W

の
下

で
、

元
の

E
と

は
異

な
る

E
）と

な
る

そ
れ

ぞ
れ

が
独

立
し

た
[E

+M
]

（同
一

W
の

下
で

、
元

の
[E

+M
]と

は
異

な
る

[E
+M

]）
と

な
る

そ
れ

ぞ
れ

が
独

立
し

た
[W

+E
]

（元
の

[W
+E

]と
は

異
な

る
[W

+E
]）

と
な

る
。

そ
れ

ら
を

同
一

W
と

し
て

関
連

づ
け

は
で

き
な

い

そ
れ

ぞ
れ

が
独

立
し

た
[E

+M
]

（元
の

[E
+M

]と
は

異
な

る
[E

+M
]）

と
な

る

f)
 同

一
コ

ン
テ

ン
ツ

(表
現

形
に

相
当

)で
形

態
的

側
面

の
み

異
な

る
も

の
の

扱
い

そ
れ

ぞ
れ

が
独

立
し

た
M

と
な

り
、

同
一

E
と

関
連

づ
け

ら
れ

る
そ

れ
ぞ

れ
が

独
立

し
た

M
と

な
り

、
E
が

設
け

ら
れ

て
い

れ
ば

、
同

一
E
と

関
連

づ
け

ら
れ

る

そ
れ

ぞ
れ

が
独

立
し

た
M

と
な

り
、

同
一

W
ま

た
は

E
と

関
連

づ
け

ら
れ

る

そ
れ

ぞ
れ

が
独

立
し

た
[E

+M
]

と
な

り
、

同
一

W
と

関
連

づ
け

ら
れ

る
（た

だ
し

、
同

一
W

に
属

す
る

他
の

[E
+M

]と
混

合
さ

れ
る

結
果

と
な

る
）

そ
れ

ぞ
れ

が
独

立
し

た
M

と
な

り
、

同
一

[W
＋

E
]と

関
連

づ
け

ら
れ

る

そ
れ

ぞ
れ

が
独

立
し

た
[E

+M
]

と
な

り
、

同
一

[W
+P

E
]と

関
連

づ
け

ら
れ

る
（た

だ
し

、
同

一
[W

+P
E
]に

属
す

る
他

の
[E

+M
]と

混
合

さ
れ

る
結

果
と

な
る

）

表
１
　
モ
デ
ル
間
の
特
徴
比
較


